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二
〇
〇
八
年
が
明
け
て
一
ヶ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の

異
常
な
少
雪
暖
冬
に
続
き
、
今
冬
も

同
傾
向
の
よ
う
で
灯
油
高
か
ら
歓
迎

も
さ
れ
る
の
で
す
が
、
あ
る
程
度
冬

は
雪
が
な
い
と
不
都
合
な
面
も
多
々

あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
地
球
温
暖

化
が
危
惧
さ
れ
、
全
世
界
的
な
防
止

対
策
が
緊
喫
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
、
世
界
の
科
学
者
た
ち
に

よ
る
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）」
の
報
告
書
は

「
温
暖
化
の
原
因
が
人
間
活
動
で
あ
る

可
能
性
は　

％
以
上
。
今
後
も
温
暖

９０

化
は
進
む
が
、
対
策
を
強
化
す
れ
ば

深
刻
な
影
響
を
回
避
す
る
こ
と
は
で

き
る
」
と
提
言
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
七
月
開
催
さ
れ
る
「
北
海
道
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
を
主
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
先

進
国
首
脳
を
は
じ
め
と
し
、
各
国
政

府
関
係
者
、
報
道
機
関
、
警
備
関
係
者

等
々
膨
大
な
数
の
人
々
の
来
道
が
予

測
さ
れ
、
道
内
へ
の
経
済
効
果
も
試

算
さ
れ
る
な
ど
、
道
内
外
か
ら
の
期

待
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
道

と
し
て
も
サ
ミ
ッ
ト
道
民
会
議
（
会
長

高
橋
は
る
み
知
事
）
を
立
ち
上
げ
、
各

国
首
脳
と
の
交
流
事
業
「
未
来
へ
の

夢
、
世
界
と
の
絆
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
道
内
二
十
市
町
村
が
二
十
六
事
業

を
提
案
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
へ
向
け
本

格
的
に
始
動
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
に
実
効
性
を
持
た

す
た
め
、
十
年
前
に
採
択
さ
れ
た
「
京

都
議
定
書
（
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
）
」

の
達
成
が
難
し
い
国
際
状
況
も
あ
り

ま
す
が
、
「
温
暖
化
」
を
人
ご
と
と

思
っ
て
い
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
お

り
、
世
論
調
査
で
も
九
割
以
上
の
人

が
「
生
活
習
慣
の
改
革
」
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
単
な
る

祭
り
事
に
終
え
る
こ
と
な
く
、
豊
か

な
自
然
と
食
を
売
り
と
す
る
北
海
道

の
未
来
の
た
め
環
境
保
全
、
温
暖
化

防
止
を
全
世
界
に
発
信
し
、
各
人
が

日
常
身
近
に
考
え
、
行
動
す
る
機
会

と
考
え
た
い
。
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春
先
の
低
温
被
害
が
心
配
さ
れ
た

作
柄
も
順
調
に
推
移
し
、
出
来
秋
と

な
っ
た
よ
う
で
す
が
、
燃
料
費
や
肥

料
代
の
値
上
が
り
な
ど
で
素
直
に
喜

べ
な
い
実
り
の
秋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
緊
急
を
要
す
る
国
民
生
活

課
題
が
山
積
す
る
中
、
具
体
策
が
打

ち
出
さ
れ
な
い
ま
ま
混
迷
す
る
国
政

な
ど
、
世
間
は
極
め
て
慌
た
だ
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
八
月
に
教
育
委
員
会

で
は
「
生
涯
学
習
や
社
会
教
育
活
動
に

関
す
る
町
民
の
意
識
調
査
」
を
行
い
ま

し
た
。
町
内
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体

を
は
じ
め
社
会
教
育
団
体
な
ど
、
二

千
九
百
余
名
を
対
象
と
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
複
数
団

体
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
々
も
多
く
、

回
収
率
は
三
〇
～
四
〇
％
程
度
と
見

込
ま
れ
ま
す
。
本
調
査
の
趣
旨
は
、

活
動
や
要
望
を
把
握
し
、
今
後
の
せ

た
な
町
の
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
推
進

計
画
策
定
に
資
す
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
い
ま
す
。

　

三
町
合
併
後
三
年
を
経
過
し
、
こ

の
間
に
お
い
て
各
区
関
係
団
体
の
一

本
化
等
、
構
造
改
革
を
行
い
各
種
事

業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
旧

来
の
事
業
の
継
続
な
ど
内
容
も
今
一

歩
マ
ン
ネ
リ
化
か
ら
脱
却
し
き
れ
な

い
等
の
反
省
か
ら
、
実
際
に
活
動
さ

れ
て
い
る
方
々
か
ら
の
貴
重
な
要
望

や
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

何
れ
に
し
て
も
、
結
果
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
担
当
部
局
で
の
吟

味
に
止
め
る
こ
と
な
く
、
社
会
教
育

委
員
の
会
や
文
化
財
保
護
委
員
会
な

ど
の
関
係
機
関
で
の
審
議
は
勿
論
、

広
く
町
民
に
開
か
れ
た
も
の
と
し
て

公
開
し
、
一
層
活
力
あ
る
生
涯
学
習

の
ま
ち
づ
く
り
の
契
機
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

　８月１９日（火）、今年も５名の留学生（アメリ

カ・韓国・中国・香港・台湾）がせたな町に来町

し、３０日までの１２日間にわたり、ホストファミ

リー宅で過ごしました。

　滞在期間中は、せたな町内の視察研修や大津牧

場での体験学習、高齢者大学との交流や小倉山

小、玉川小、若松小との学校交流などに参加し、

日本の文化やせたな町の歴史を学びました。

せたな町国際交流のつどい

　８月３０日、ウィークエンド活動促進事業
「ティーボール交流大会」が、大成農村広場で行わ
れました。当日は晴天に恵まれ青空の下、４０名の
参加者が元気にティーボールを楽しみました。

ウィークエンド活動促進事業

ティーボール交流大会

　８月１４日（火）、ふれあいプラザにおいて、「平
成２０年度せたな町成人式」が開催されました。
　昭和６３年４月２日～平成元年４月１日に生まれ
た対象者９３名のうち、７５名が華やかなドレスや
スーツ姿などで出席しました。
　成人を代表して、大成区の杉村太輔さんと小松
崎彩さんが成人宣誓を行いました。
　成人を迎えられたみなさん、おめでとうござい
ます。

せたな町成人式開催
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生・涯・学・習 

　９月６日、大成区を会場に第２２回町民歩こう会が開催されま

した。この事業は、町民の体力向上・健康増進・相互の親睦を

深めることを目的としており、幼児から大人まで約１００名が参加

しました。コースは、平田内小学校から貝取澗キャンプ場まで

の約4.5㎞で、交通安全の呼びかけや国道沿いのゴミ拾い、自然

観察をしながら、約１時間半かけて歩きました。

●町民歩こう会第２弾は、１０月１２日（日）瀬棚区で行いますので、

町民みなさんのご参加を心よりお待ちしています。

町民歩こう会（大成会場）

　９月７日（日）、せたな町瀬棚区三杉グランドにて「檜山管内

スポーツフェスタサッカー競技の部」が開催されました。当日

は檜山管内５町６チームが参集し、スポーツの秋の一日に熱戦

を繰り広げました。なお、結果は以下のとおりです。

優　勝　江差町

準優勝　せたな町瀬棚ＦＣ

第３位　せたな町北檜山ＳＣ

　　　　上ノ国町

檜山管内スポーツフェスタサッカー競技の部


